
異
剣
譚
寸
考

―
『
播
磨
國
風
土
記
』
讃
容
郡
仲
川
里
条
の
記
事
に
つ
い
て
―廣

岡

義

隆

平
成
二
十
五
年

六
月
三
〇
日
発
行

三
重
大
学

日
本
語
学
文
学
第
二
四
号

抜
刷



異

剣

譚

寸

考

―
『
播
磨
國
風
土
記
』
讃
容
郡
仲
川
里
条
の
記
事
に
つ
い
て
―

廣

岡

義

隆

〇
キ
ー
ワ
ー
ド
＝
魔
剣
譚
・
時
観
念
・
郡
家
史
料
・
郡
レ
ベ
ル
の
編
纂
・
文

書
管
理

一
、
は
じ
め
に
―
釼
に
つ
い
て
―

古
く
は
身
近
に
あ
る
石
が
万
能
で
あ
っ
た
が
、
金
属
製
品
を
手
に
し
て

以
来
、
銅
や
鉄
と
い
っ
た
金
属
具
へ
の
信
頼
性
は
急
速
に
高
ま
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
極
み
に
護
身
釼
が
あ
る
。
鉄
釼
で
は
な
く
て
銅
剣

に
な
る
が
、
島
根
県
出
雲
市
（
平
成
合
併
前
の
旧
称
は
簸
川
郡
斐
川
町
。
旧
国
郡
郷

は
出
雲
国
出
雲
郡
健
部
郷
）
神か

ん

庭ば

の
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
、
ま
と
ま
っ
て
銅
剣

三
五
八
本
が
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
七
月
に
出
土（

１
）し
て
い
る
。
刃
を
上

向
き
に
並
べ
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
祭
祀
と
の
関
係
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
類
書
『
塵
袋（

２
）』（

文
永
十
一
年
〈
一
二
七
四
〉
か
ら
弘
安
四
年
〈
一
二
八
一
〉

ご
ろ
の
成
立
。
問
答
形
式
に
よ
っ
て
事
物
起
源
等
を
説
明
し
た
類
書
）
に
は
、「
護
身

釼
銘
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
塵
袋
』
の
本
文
中
に
「
護
身
ノ

釼
ノ

銘
」
の
句
が
認
め

ら
れ
る
）。

歳
在
庚
申
正
月
、
百
濟
所
造
、
三
七
練
刀
。
南
斗
北
斗
、
左
青
龍
右

白
乕
、
前
朱
雀
後
玄
武
。
避
深
不
祥
、
百
福
會
就
、
年
齡
延
長
、
万

歳
無
極
。

（
東
博
本
（
３
）『
塵
袋
』
第
八
「
大
刀
契
」
条
、
九
丁
表
）

東
野
治
之
氏（

４
）は
、
右
の
「
大
刀
契
」
条
を
引
い
て
、

…
上
略
…
剣
の
左
右
（
お
そ
ら
く
佩
裏
と
佩
表
）
に
次
の
よ
う
な
文
様
が

あ
っ
た
。

（
左
）
日
形
・
南
斗
六
星
・
朱
雀
形
・
青
竜
形

（
右
）
月
形
・
北
斗
七
星
・
玄
武
形
・
白
虎
形

と
し
、
以
下
護
身
剣
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
護
身
釼
に
つ
い
て
、
こ
れ
以

上
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
荒
神
谷
遺
跡
に
見
ら
れ
る
三
五
八
本
も

の
埋
納
例
を
含
め
て
、
釼
（
剣
）
に
お
け
る
信
仰
的
側
面
が
こ
こ
に
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。

二
、
仲
川
里
条
の
釼
の
話

『
播
磨
國
風
土
記
』
讃
容
郡
仲
川（

５
）里
に
は
、
私
が
「
異
剣
譚
」
と
呼
称

す
る
釼
の
話
が
出
て
来
る
。
ま
ず
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
三
条
西
家
本（

６
）に
よ

異

剣

譚

寸

考

二
三



り
、
以
下
、
引
用
す
る
（
句
読
点
と
返
点
は
廣
岡
に
よ
る
）。

昔
、
近
江
天
皇
之
世
、
有
二

丸
部
具
一

也
。
是
仲
川
里
人
也
。
此
人
、

買
―二

取
河
内
国
兔
寸
村
人
之
賷
釼
一

也
。
得
レ

釼
以
後
、
擧
レ

家
減
亡
。

然
後
、
苫
編
部
犬
猪
、
圃
二

彼
地
之
墟
一

、
土
中
得
二

此
釼
一

。
土
与
相

去
、
廻
一
尺
許
。
其
柄
朽
失
。
而
、
其
刃
不
レ

澁
、
光
如
二

明
鏡
一

。

於
レ

是
犬
猪
、
即
懐
レ

恠
レ

心
、
取
レ

釼
歸
レ

家
。
仍
招
二

鍛
人
一

、
令
レ

焼
二

其
刃
一

。
尓
時
此
釼
、
屈
申
如
レ

蛇
。
鍛
人
大
驚
、
不
レ

營
而
止
。

於
レ

是
犬
猪
、
以
―二

為
異
釼
一

、
獻
二

之
朝
庭
一

。
後
、
淨
御
原
朝
庭
、
甲

申
年
七
月
、
遣
二

曽
祢
連
麿
一

、
返
―二

送
夲
處
一

。
于
レ

令
安
―二

置
此
里
御

宅
一

。

（
三
条
西
家
本
、
三
三
一
〜
三
三
八
行
）

右
本
文
中
に
傍
線
を
引
い
た
中
で
「
擧
家
減
亡
」「
于
令
安
置
」
の
「
減
」

「
令
」
に
つ
い
て
は
、
前
後
に
合
致
せ
ず
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
の
で
「
滅
」

「
今
」
に
改
め
、
そ
の
訓
み
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

昔
、

む
か
し

近
江

あ
ふ
み
の

天
皇

す
め
ら
み
こ
と

の
世み

よ

に
、
丸
部

わ
に
べ
の

具
と

そ
な
ふ

い
ふ
ひ
と
有
り
。
是こ

は
仲
川

な
か
つ
か
は

里
の

の
さ
と

人
そ
。
此こ

の
人
、
河
内
国

か
ふ
ち
の
く
に

兔
寸
村

と
の
き
の
む
ら

の
人
の
賷も

た
る
釼
を

つ
る
ぎ

買か

ひ
取

り
き
。
釼
を
得
て
よ
り
以
後

の

ち

、
挙
家

い
へ
も
ろ
と
も

に
滅
亡う

せ
に
き
。
然し

か

し
て
後

に
、
苫と

ま

編あ
み

部べ
の

犬い
ぬ

猪ゐ

、
彼そ

の
地
の

と
こ
ろ

墟あ
と

を
圃
す

た
か
へ

に
、
土
の
中
ゆ
此こ

の
釼
を

得え

つ
。
土
と
相あ

ひ
去さ

る
こ
と
、
廻め

ぐ
り

一ひ
と

尺さ
か

許
そ

ば
か
り

。
其そ

の
柄え

は
朽く

ち
失う

せ
た
り
。
而し

か

し
て
、其そ

の
刃は

は
渋さ

び
ず
し
て
、
光ひ

か
り

明
け

か
か
や

る
鏡
の

か
が
み

如
し
。

是こ
こ

に
犬
猪
、
即
ち
心
に
怪あ

や

し
と
懐お

も

ひ
て
、
釼
を
取
り
て
家
に
帰
れ
り
。

仍
ち

す
な
は

鍛
人

か
ぬ
ち

を
招よ

び
て
、
其
の
刃は

を
焼
か
し
む
。
尓そ

の
時
此こ

の
釼
、

屈
申

の
び
か
が

み
す
る
こ
と
蛇へ

み

の
如
し
。
鍛
人
大い

と

驚
き
て
、
営つ

く

ら
ず
し
て
止や

め

に
き
。
是
に
犬
猪
、
異あ

や

し
き
釼
と
以
為

お

も

ひ
て
、
之こ

を
朝
庭

み
か
ど

に
献
り

た
て
ま
つ

き
。

後
に
、
浄き

よ

御み

原は
ら
の

朝
庭

み
か
ど

の
、
甲き

の
え

申さ
る
の

年と
し

の
七
月

ふ
み
つ
き

に
、
曽そ

祢ね
の

連む
ら
じ

麿ま
ろ

を
遣
し

つ
か
は

て
、
本も

と

つ
処
に

と
こ
ろ

返
し
送
り
き
。
今
に
此
の
里
の
御
宅

み
や
け

に
安
置

す
ゑ
お

き
て
あ
り
。

『
播
磨
國
風
土
記
』
に
は
、
地
名
起
源
に
関
す
る
数
少
な
く
な
い
話
が

存
在
す
る
が
、右
の
話
は
地
名
起
源
に
は
全
く
関
与
し
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
さ
に
元
明
天
皇
に
よ
る
風
土
記
撰
進
の
命
の
「
古
老
相
傳
舊
聞
異
事
」

（『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
）
に
合
致
し
て
採
録
さ
れ
た
も
の
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

三
、
層
を
な
す
時
の
列
挙

「
時
」
の
展
開
を
見
る
前
に
、「
昔
、
近
江
天
皇
之
世
」
と
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

冒
頭
に
近
い
箇
所
に
「
然
し
て
後
に
、
苫と

ま

編あ
み

部べ
の

犬い
ぬ

猪ゐ

」（
然
後
苫
編
部
犬
猪
）

と
あ
っ
て
、苫
編
部
犬
猪
が
土
中
か
ら
一
本
の
釼
を
掘
り
出
す
話
が
あ
り
、

こ
の
話
が
中
心
と
な
っ
て
当
話
は
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
苫
編
部
犬
猪
の

話
は
「
之こ

を
朝
庭

み
か
ど

に
献
り

た
て
ま
つ

き
」（
獻
之
朝
庭
）
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
苫
編

部
犬
猪
が
掘
り
だ
し
た
釼
を
朝
廷
に
献
上
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
古

典
文
学
大
系
本
『
風
土
記
』
も
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
風
土
記
』

も
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
指
摘
し
て
い
る
。

是こ

の
歳と

し

、
播
磨
國
司
な
る
岸
田
臣
麻
呂
等
、
寳
釼
を
獻
り
て
言ま

を

さ
く
、

「
狭さ

夜よ
の

郡
の

こ
ほ
り

人
、
禾あ

は

田た

の
穴
の
内
に
し
て
獲え

た
り
」
と
ま
を
す
。

（
是
歳
、
播
磨
國
司
岸
田
臣
麻
呂
等
、
獻
寳
釼
言
、
於
狭
夜
郡
人
禾
田
穴
内

獲
焉
。）

（
天
智
即
位
前
紀
、
斉
明
七
年
是
歳
条
）

異

剣

譚

寸

考

二
四



こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
つ
い
て
言
及
す
る
注
釈
と
し
て
、
敷
田

年
治
氏
『
標
注（

７
）』、
栗
田
寛
氏
『
標
註（

８
）』、
井
上
通
泰
氏
『
新
考（

９
）』、
吉
野
裕

氏
東
洋
文
庫
本（

10
）、
植
垣
節
也
氏
「
注
釈
稿（

11
）」
が
あ
り
、「
な
ほ
同
事
を
云
へ

る
な
り
」（
井
上
氏
、
三
三
九
頁
）、「
合
致
す
る
」（
吉
野
氏
、「
注
」
一
一
五
頁
）
と

し
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
狭
夜
郡
は
、『
播
磨
國
風
土
記
』
の
讃
容
郡

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
粟
栽
培
の
田
の
中
の
「
穴
」
か
ら
得
た
と
い

う
情
況
も
『
風
土
記
』
の
記
述
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
二
文

献
の
内
容
が
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
、
冒
頭
の
「
近
江
天

皇
之
世
」
と
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

「
昔
、
近
江
天
皇
之
世
」
と
は
天
智
天
皇
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
位
置
す
る
話
と
し
て
、
苫
編
部
犬
猪
に
よ
る
釼

の
話
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
天
智
即
位
前
紀
」
に
載
る
斉
明
七
年
（
是
歳
）
の

こ
と
と
し
て
あ
り
、
前
後
錯
綜
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
諸
氏
に
何
の
コ
メ
ン
ト
も
無
い
が
（
こ
れ
は
論
展
開
す
る
永
藤
靖
氏
（
12
）

及
び
飯
泉
健
司
氏
（
13
）も

同
じ
で
あ
る
が
）、
説
話
伝
承
上
の
こ
と
と
し
て
も
お
か
し

い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
昔
、
近
江
天
皇
之
世
」
に
お
け
る
「
近
江
天
皇

之
世
」
の
六
文
字
は
、
当
条
の
前
に
位
置
す
る
次
の
文
か
ら
の
衍
入
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

引
舩
山
。
近
江
天
皇
之
世
、
道
守
臣
、
為
二

此
国
之
宰
一

、
造
二

官
舩
於

此
山
一

令
二

引
下
一

。
故
曰
二

舩
引
一

。
此
山
住
レ

鵲
。
一
云
二

韓
国
烏
一

。

栖
二

枯
木
之
穴
一

、
春
時
見
、
夏
不
レ

見
。〔
生
二

人
参
・
細
辛
一

。〕

こ
の
箇
所
は
、
三
条
西
家
本
の
三
二
九
行
か
ら
三
三
〇
行
で
あ
り
、
当

該
説
話
は
続
く
三
三
一
行
か
ら
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
「
昔
、
近
江
天
皇

之
世
」
に
お
け
る
「
近
江
天
皇
之
世
」
の
六
文
字
は
、
二
行
前
か
ら
の
衍

入
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
に
よ
り
、「
昔
、
近
江
天
皇
之
世
」

は
単
な
る
「
昔
」
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、
以
下
の
層
な
す
年
代

を
見
て
行
き
た
い
。
こ
の
分
析
に
際
し
、
前
記
の
原
文
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
の
四
つ
の
時
代
に
分
け
て
示
す
（
Ａ
の
「
昔
、
近
江
天
皇
之
世
」
か
ら
「
近
江
天

皇
之
世
」
を
削
除
・
校
訂
し
た
「
昔
」
の
形
で
示
す
）。

Ａ
昔
、

む
か
し

丸
部

わ
に
べ
の

具
と

そ
な
ふ

い
ふ
ひ
と
有
り
。
是こ

は
仲
川

な
か
つ
か
は

里
の

の
さ
と

人
そ
。
此こ

の

人
、
河
内
国

か
ふ
ち
の
く
に

兔
寸
村

と
の
き
の
む
ら

の
人
の
賷も

た
る
釼
を

つ
る
ぎ

買か

ひ
取
り
き
。
釼
を
得

て
よ
り
以
後

の

ち

、
挙
家

い
へ
も
ろ
と
も

に
滅
亡う

せ
に
き
。

Ｂ
然し

か

し
て
後
に
、
苫と

ま

編あ
み

部べ
の

犬い
ぬ

猪ゐ

、
彼そ

の
地
の

と
こ
ろ

墟あ
と

を
圃
す

た
か
へ

に
、
土
の
中

ゆ
此こ

の
釼
を
得え

つ
。
土
と
相あ

ひ
去さ

る
こ
と
、
廻め

ぐ
り

一ひ
と

尺さ
か

許
そ

ば
か
り

。
其そ

の
柄え

は
朽く

ち
失う

せ
た
り
。
而し

か

し
て
、
其そ

の
刃は

は
渋さ

び
ず
し
て
、
光

ひ
か
り

明
け

か
か
や

る
鏡
の

か
が
み

如
し
。
是こ

こ

に
犬
猪
、
即
ち
心
に
怪あ

や

し
と
懐お

も

ひ
て
、
釼

を
取
り
て
家
に
帰
れ
り
。
仍
ち

す
な
は

鍛
人

か
ぬ
ち

を
招よ

び
て
、
其
の
刃は

を
焼
か

し
む
。
尓そ

の
時
此こ

の
釼
、
屈
申

の
び
か
が

み
す
る
こ
と
蛇へ

み

の
如
し
。
鍛
人
大い

と

驚
き
て
、
営つ

く

ら
ず
し
て
止や

め
に
き
。
是
に
犬
猪
、
異あ

や

し
き
釼
と

以
為

お

も

ひ
て
、
之こ

を
朝
庭

み
か
ど

に
献
り

た
て
ま
つ

き
。

Ｃ
後
に
、
浄き

よ

御み

原は
ら
の

朝
庭

み
か
ど

の
、
甲き

の
え

申さ
る
の

年と
し

の
七
月

ふ
み
つ
き

に
、
曽そ

祢ね
の

連む
ら
じ

麿ま
ろ

を

遣
し

つ
か
は

て
、
本も

と

つ
処
に

と
こ
ろ

返
し
送
り
き
。

Ｄ
今
に
此
の
里
の
御
宅

み
や
け

に
安
置

す
ゑ
お

き
て
あ
り
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
示
し
た
、
こ
の
四
つ
の
年
代
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、当
説
話
の
時
間
的
展
開
を
確
認
し
よ
う
。

Ａ
は
、「
昔
」
と
提
示
さ
れ
る
説
話
的
古
代
に
属
す
る
話
で
あ
る
。
こ
れ

異

剣

譚
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は
Ｂ
の
斉
明
天
皇
代
よ
り
も
古
い
話
で
あ
り
、
丸
部
具
が
魔
剣
を
手
に
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
一
家
が
滅
亡
し
た
と
い
う

昔
話
で
あ
る
。
往
時
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
事
は
口
碑
・
説
話
伝
承
と

し
て
、
人
か
ら
人
へ
と
、
そ
の
土
地
と
共
に
伝
え
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
Ｂ
を
見
て
も
、
現
地
に
丸
部
一
家
滅
亡
譚
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
形
跡
は
無
い
。
事
実
の
介
在
し
な
い
単
な
る
説
話
と
し
て
見
れ
ば
よ

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
説
話
上
そ
う
し
た
伝
承
の
痕
跡
が
無
い
と
い
う
こ

と
は
Ｂ
の
時
か
ら
見
て
古
い
説
話
的
「
昔
」
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
と

解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

Ｂ
は
、
苫
編
部
犬
猪
が
耕
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
土
中
か
ら
釼
を
掘
り
出

し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。「
土
と
相
ひ
去
る
こ
と
、廻
一
尺
許
そ
」と
あ
り
、

ぽ
っ
か
り
と
空
い
た
土
壙
状
の
穴
の
中
に
釼
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま

る
で
奈
良
市
郊
外
の
此
瀬
の
茶
畑
の
下
の
木
炭
槨
の
底
か
ら
一
九
七
九
年

一
月
二
二
日
に
竹
西
英
夫
さ
ん
が
太
朝
臣
安
萬
侶
墓
誌
を
掘
り
出
し
た
情

況
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。「
刃は

は
渋さ

び
ず
し
て
、
光ひ

か
り

明
け

か
か
や

る
鏡
の

か
が
み

如
し
」

と
あ
る
が
、「
其そ

の
柄え

は
朽く

ち
失う

せ
」
と
あ
り
、
経
年
変
化
を
物
語
っ
て
い

る
。
な
お
「
澁
」
字
に
つ
い
て
、
植
垣
節
也
氏（

14
）が
『
令
集
解
』
の
古
記（

15
）を

引
い
て
「
さ
び
」
の
訓
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上

代
編
』
が
早
く
に
「
古
記
」
の
例
を
指
摘
す
る
）。
即
ち
『
令
集
解
』「
営
膳
令
」
貯

庫
器
仗
条
の
「
凡
、
貯
庫
器
仗
、
有
生
澁
綻
斷
」
に
、「
古
記
云
。
生
レ

澁
。

謂
レ

著
二

佐
婢
一

也
」

（
16
）と
あ
り
、
刀
剣
用
語
と
し
て
こ
の
「
澁
」
は
あ
る
。「
其

の
刃
を
焼
か
し
む
」
と
は
、
錆
び
て
は
い
な
い
と
言
っ
て
も
経
年
変
化
で

切
れ
は
良
く
な
い
の
で
、
再
度
の
焼
き
入
れ
を
し
、
そ
の
後
に
研
ぎ
師
に

よ
っ
て
研
ぎ
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
屈
申

の
び
か
が

み
す
る
こ
と
蛇
の
如
し
」

と
は
、
恐
ら
く
材
質
が
均
一
で
は
な
く
、
温
度
変
化
に
よ
っ
て
伸
縮
率
に

差
が
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
付
く
。
そ
れ
を
「
異
釼
」（
た

だ
も
の
で
は
な
い
剣
）
と
見
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
異
」
な
る
も
の
は
尊

ば
れ
瑞
祥
と
さ
れ
た
当
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う

の
が
こ
の
Ｂ
の
話
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
援
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
れ
は

斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
の
話
に
な
る
。『
播
磨
國
風
土
記
』
の
成
立
は
何

時
の
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
が
、元
明
天
皇
の
風
土
記
撰
録
の
命（
七
一
三
）

か
ら
二
年
ほ
ど
後
の
こ
と
と
仮
定（

17
）す
る
と
、
こ
の
斉
明
天
皇
七
年
は
風
土

記
の
時
代
か
ら
五
五
年
ほ
ど
前
の
話
と
し
て
あ
る
。

Ｃ
は
、
天
武
天
皇
十
二
年
（
甲
申
年
、
六
八
四
）
七
月
と
い
う
年
紀
が
明
示

さ
れ
、
献
上
さ
れ
た
「
異
釼
」
が
朝
廷
か
ら
現
地
へ
戻
さ
れ
る
話
で
あ
る
。

関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
熱
田
社
へ
の
剣
の
返
還
と
い
う
著
名
な
話

で
あ
る
。
即
ち『
日
本
書
紀
』天
武
天
皇
の
朱
鳥
元
年（
六
八
六
）六
月
条
に
、

戊つ
ち
の
え

寅
（
十

と
ら
の
ひ

日
）
に
、
天
皇
の
病
を
卜
ふ

う
ら
な

に
、
草
薙
釼
に
祟た

た

れ
り
。

即
日

そ
の
ひ

に
、
尾
張
國
の
熱
田
社
に
送
り
置
く
。

（
戊
寅
、
卜
天
皇
病
、
祟
草
薙
釼
。
即
日
、
送
置
于
尾
張
國
熱

田
社
。）

（
天
武
天
皇
紀
、
朱
鳥
元
年
六
月
条
）

と
あ
る
そ
れ
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
二
年
の
間
隔
が
あ
る
が
、
類
似
の
返

還
と
な
る
。
因
み
に
天
武
天
皇
自
身
に
病
の
兆
候
は
確
認
で
き
な
い
が
、

天
武
天
皇
十
二
年
七
月
に
藤
原
鎌
足
の
妻
と
も
さ
れ
る
鏡
姫
王
（『
興
福
寺

縁
起
』）
の
病
の
記
事
と
共
に
天
皇
が
出
向
い
て
見
舞
う
記
事
が
あ
り
（
七
月

異
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四
日
条
）、
そ
の
翌
日
に
鏡
姫
王
は
「
薨
」
じ
て
い
る
（『
日
本
書
紀
』）。
な
お
、

秋
本
吉
郎
氏
が
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
風
土
記
』
の
頭
注
で
右
の
『
日

本
書
紀
』
の
記
事
に
言
及
し
、「
こ
の
条
の
霊
剣
の
返
還
も
こ
れ
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

Ｄ
は
、
播
磨
国
讃
容
郡
に
お
け
る
風
土
記
稿
本
編
纂
の
「
今
」
と
い
う

時
を
示
し
て
い
る
。
現
地
に
返
還
さ
れ
た
剣
は
、
仲
川
里
の
役
所
に
お
い

て
保
管
し
て
い
る
と
し
て
、
話
の
結
び
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
短
い
話
な
が
ら
も
、
当
該
説
話
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

と
い
う
四
つ
の
時
が
層
を
な
す
形
で
展
開
し
て
い
る
。

四
、
時
の
観
念
―
行
政
に
お
け
る
文
書
管
理

右
に
示
し
た
四
つ
の
時
は
、

Ａ
―
説
話
的
古
代
と
し
て
の
「
昔
」
―
魔
剣
譚

Ｂ
―
次
い
で
古
く
「
然
後
」
と
示
さ
れ
る
時

―
異
剣
譚

Ｃ
―
「
後
」、
天
武
十
二
年
七
月

―
朝
廷
か
ら
異
剣
の
返
却

Ｄ
―
「
今
」
と
示
さ
れ
る
時

―
異
剣
安
置
場
所
の
明
示

と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
原
文
で
示
す
と
、

「
昔
」
〜
「
然
後
」
〜
「
後
淨
御
原
朝
庭
甲
申
年
七
月
」
〜
「
今
」

と
な
り
、
冒
頭
の
「
昔
」
と
結
び
の
「
今
」
と
が
見
事
に
照
応
し
、
そ
の

間
、「
然
後
」「
後
」
と
い
う
展
開
で
書
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
線
状

的
に
展
開
す
る
時
観
念
に
よ
っ
て
こ
の
説
話
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
現
在

の
時
観
念
か
ら
見
れ
ば
何
の
違
和
感
も
な
い
当
然
の
展
開
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
古
い
神
話
的
な
時
間
観
念
と
し
て
環リ

ン
グ

状
に
循
環
す
る
時
観

念
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
「
循
環
す
る
時
」
は
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
研
究（

18
）か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
単
に

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
全
世
界
的
に
古
層
の
時
間

観
念
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
萬
葉
集
』
に

お
い
て
、
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
・
山
上
憶
良
の
一
作
品
中
に
過
現
未

の
線
状
的
な
時
間
観
念
の
下
で
の
作
品
構
成
が
見
ら
れ
る（

19
）。
そ
の
一
方
に

お
い
て
、
柿
本
人
麻
呂
作
品
中
に
は
、
環
状
に
循
環
す
る
古
層
の
時
観
念

で
作
品
化
さ
れ
て
い
る
作
も
確
認
出
来
る（

20
）。
こ
の
二
つ
の
時
間
観
念
は
、

当
時
の
人
々
の
意
識
中
に
共
存
し
、
あ
る
時
に
は
線
状
に
、
あ
る
時
に
は

環
状
に
、
思
考
さ
れ
た
時
の
観
念
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
当
話
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
が
線
状
に
把
握

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
播
磨
国
讃
容
郡
の
、
後
時
の
郡
家
（
郡
衙
）

に
相
当
す
る
役
所
に
お
い
て
、
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
に
起
因
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
Ｄ
の
「
今
」
は
風
土
記
編
纂
時
で
あ
る
か
ら
問
題
に
す
る
こ

と
は
無
い
。
Ｃ
の
「
後
」
と
い
う
天
武
十
二
年
（
六
八
四
）
七
月
は
、
風
土

記
編
纂
の
三
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年
次
の
把
握
に
は
文
書

を
必
要
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
々
の
記
憶
に
存
在
し
て
い
た
事
項

と
見
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
の
「
然
後
」
と
示
さ
れ
る
異
剣
譚
の
場

合
、
五
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
と
前
述
し
た
が
、
こ
れ
は
古
老
か
ら
聴
取
し

た
伝
承
譚
で
は
な
い
か
と
ま
ず
は
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

に
植
垣
節
也
氏
の
指
摘（

21
）が
あ
る
。

な
ほ
、
こ
こ
の
文
章
の
特
色
と
し
て
、
当
国
風
土
記
の
ど
こ
に
も

異

剣

譚
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使
は
れ
て
ゐ
な
い
文
字
が
こ
こ
の
段
に
密
集
し
て
登
場
す
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
何
か
特
別
な
先
行
資
料
を
使
っ
て
書

い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
…
中
略
…
。
参
考
ま
で
に
、
該
当
す
る

文
字
を
あ
げ
る
。

買
・
賷
・
滅
・
圃
・
墟
・
朽
・
懐
・
招
・
鍛
・
屈
・
蛇
・
浄
・

甲
・
曽
・
麿

こ
の
中
で
「
買
・
滅
・
朽
・
懐
・
招
・
屈
・
蛇
・
浄
・
甲
・
曽
・
麿
」

は
特
殊
な
文
字
で
は
無
く
て
、『
播
磨
國
風
土
記
』
の
中
で
偶
々
使
用
さ
れ

て
い
な
い
用
字
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
残
る
用
字
「
賷
・
圃
・
墟
・

鍛
」
も
、
文
脈
に
依
存
す
る
文
字
と
し
て
あ
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
一
徃
は
把
握
出
来
る
が
、
植
垣
氏
の
指
摘
は
留
意
し
て
よ
く
、

当
条
Ｂ
は
古
老
か
ら
聴
取
し
た
伝
承
譚
で
は
な
く
て
郡
レ
ベ
ル
に
お
い
て

保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
る
の
が
良
か
ろ
う
。
Ｂ
末

尾
の
朝
廷
へ
の
献
上
と
い
う
こ
と
が
、こ
の
推
測
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

植
垣
氏
の
用
字
指
摘
か
ら
見
る
と
、「
買
・
賷
・
滅
」
は
Ａ
に
な
り
、「
圃
・

墟
・
朽
・
懐
・
招
・
鍛
・
屈
・
蛇
」
が
Ｂ
と
な
る
。

さ
て
そ
の
Ａ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
Ｂ
に
出
て
い
た
苫
編
部
犬
猪
は

Ａ
の
内
容
を
知
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
風
土
記
編
纂
時
に
お

け
る
述
作
の
文
に
し
て
は
、
Ａ
の
記
述
が
具
体
的
で
あ
る
。「
丸
部
具
」
と

い
う
人
物
名
、
し
か
も
こ
の
人
物
に
つ
い
て
仲
川
里
の
人
で
あ
る
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
魔
釼
に
つ
い
て
、「
河
内
国
兔
寸
村
人
」
か
ら
買
い

取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
播
磨
国
は
鉄
の
産

地
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
讃
容
郡
中
に
も
産
鉄
の
記
述（

22
）が
あ
る
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
河
内
国
か
ら
の
購
入
と
し
て
、
そ
の
村
名
ま
で
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
丸
部
具
」
一
人
の
逝
去
で
は
な
く
「
擧
家
滅
亡
」
と
一
家

の
消
滅
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
植
垣
氏
の
用
字
指
摘
の
み
な
ら
ず
、
こ
の

詳
細
な
情
報
の
記
述
は
、
や
は
り
郡
レ
ベ
ル
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た

何
ら
か
の
文
書
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

風
土
記
編
纂
に
際
し
て
、
讃
容
郡
に
お
い
て
は
郡
保
管
の
古
文
書
を
洗

い
上
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
に
Ａ
・
Ｂ
が
存
し
、
ま
た
お

そ
ら
く
Ｃ
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
こ
に
讃
容
郡
に
お
け
る
文
書
行
政
と
そ

の
文
書
保
管
が
明
ら
か
と
な
っ
て
来
る（

23
）。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
い
う
四
つ
の
線
状
性
を
な
す
時
の
展
開
は
、
行
政

に
お
け
る
文
書
管
理
と
リ
ン
ク
す
る
形
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
以
上
で
明
ら
か
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

『
播
磨
國
風
土
記
』
の
中
に
は
地
名
起
源
説
話
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、お
そ
ら
く
現
地
取
材
に
よ
る
執
筆
と
見
ら
れ
、

地
名
の
説
明
を
面
白
お
か
し
く
す
る
た
め
に
民
間
語
源
を
差
し
挟
ん
だ
と

い
う
よ
う
な
机
上
の
作
で
は
お
そ
ら
く
な
い
。
関
連
し
て
「
古
老
」
に
つ

い
て
言
及
す
る
。『
常
陸
國
風
土
記
』
は
、「
古
老
相
伝
旧
聞
記
」
と
称
し

て
よ
い
ほ
ど
ま
で
に
「
古
老
」
か
ら
の
聞
き
取
り
に
拘
っ
て
い
る
。
対
し

て
『
播
磨
國
風
土
記
』
に
は
、「
古
老
」
の
語
が
一
例
も
見
出
せ
な
い
。
し

か
し
、『
播
磨
國
風
土
記
』
も
古
老
か
ら
の
取
材
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は

異

剣

譚
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な
く
、忠
実
に
実
行
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、編
纂
に
お
い
て
は「
古

老
」
と
書
か
ず
に
「
昔
…
」
の
形
で
文
章
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
書

い
た
こ
と
が
あ
る（

24
）。
そ
の
「
昔
…
」
に
お
い
て
、
当
条
は
右
に
示
し
た
次

第
で
、
現
地
取
材
か
ら
の
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
異
剣
譚
に
関
す
る
拙
稿
は
、
名
古
屋
栄
の
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講

座
「
風
土
記
を
読
む
」（『
播
磨
国
風
土
記
』
を
読
む
）
に
お
け
る
二
〇
一
二
年

九
月
二
六
日
・
一
〇
月
一
〇
日
・
同
二
四
日
の
講
義
内
容
が
基
に
な
っ
て

い
る
（
一
〇
日
・
二
四
日
は
、
補
遺
の
形
で
）。
当
稿
の
執
筆
を
予
定
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
に
お
い
て
、
第
九
回
日
本
文
学
国
際
会

議
が
一
一
月
二
三
日
（
金
）
と
そ
の
翌
二
四
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
初
日
「
日
本
神
話
の
諸
相
」
に
、
パ
ー
マ
ー
・
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
氏
（
ウ
エ

リ
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
当
説
話
に
関
す
る
発
表（

25
）
が

あ
っ
た
。
当
日
（
金
曜
日
）
は
他
用
が
あ
っ
て
参
加
出
来
ず
、
せ
め
て
資
料

だ
け
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
の
思
い
で
第
二
日
（
土
曜
日
）
に

参
加
し
、
冊
子
化
さ
れ
た
予
稿
集
「
当
日
配
布
資
料
」
を
受
け
取
る
こ
と

が
出
来
た
（
両
日
分
合
本
一
冊
）。
第
二
日
の
発
表
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
予
稿
冊
子
原
稿
の
読
み
上
げ
に
近
い
形
で
あ
っ
た
の

で
、
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ
ー
マ
ー
氏
の
発
表
に
つ
い
て
、
初
日
参
加
者
に

聞
い
て
見
る
と
、
や
は
り
予
稿
冊
子
原
稿
の
読
み
上
げ
に
近
い
形
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
を
よ
く
踏
ま
え
て
の
発
表
で
あ
る

が
、
先
行
研
究
に
縛
ら
れ
が
ち
な
面
は
外
国
研
究
者
と
し
て
や
む
を
得
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
中
で
、
氏
は
、
佐
用
町
新
宿
の
高
畑
古

墳
二
号
墳
（
六
世
紀
後
期
）
か
ら
出
土
し
た
双
龍
環
頭
太
刀
（
現
在
、
佐
用
町
三

日
月
支
所
内
に
展
示
と
い
う
）
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
（
同
氏
撮
影
に

よ
る
も
の
）。
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ
ー
マ
ー
氏
自
身
が
「
高
畑
古
墳
2
号
墳

よ
り
出
土
し
た
双
龍
環
頭
太
刀
が
中
川
里
の
剣
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か

は
、
簡
単
に
は
断
定
で
き
な
い
」（
同
予
稿
集
、
三
五
頁
）
と
言
及（

26
）す
る
よ
う

に
、
そ
の
同
定
は
む
つ
か
し
く
、
無
縁
と
す
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
当
条
の
異
剣
を
髣
髴
と
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
は
寄
与
す
る
と
言

え
よ
う
。

当
該
説
話
は
、
四
つ
の
時
が
層
を
な
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
一
部

は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
と
照
応
す
る
箇
所
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
前
記
の
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ
ー
マ
ー
氏
は
依
拠
譚
の

史
実
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
と
い
う
よ
り
も
、

お
そ
ら
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う（

27
）が
、
私
は
史
実
と
い
う
と
こ
ろ
へ

足
を
踏
み
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
現
地
の
郡
レ
ベ
ル
に
お
い
て
保
管
さ
れ

て
い
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
郡
レ
ベ
ル
の
風
土
記
編
纂
者
が
当
話
を
纏
め

て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
そ
れ
が
結
果
的
に
四
つ
の
時
の
層

を
な
す
話
と
し
て
結
実
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
注
】

（
1
）
前
島
己
基
氏
『
日
本
の
古
代
遺
跡
20
島
根
』（
保
育
社
、
一
九
八
五
年
二
月
）。
銅
剣

三
五
八
本
出
土
の
翌
年
に
は
、
そ
の
出
土
地
か
ら
約
七
㍍
隔
た
っ
た
地
で
一
六
本
の

銅
矛
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
（
一
九
八
三
―
八
七
年
新
遺
跡
カ
タ
ロ
グ
『
新
・
古
代

史
発
掘
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
四
月
）。
谷
口
雅
博
氏
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
大
原

郡
神
原
郷
の
原
初
名
「
神
財
郷
」
に
関
連
し
て
、
加
茂
岩
倉
遺
跡
の
銅
鐸
に
言
及
し
、

併
せ
て
荒
神
谷
遺
跡
に
も
言
及
し
て
い
る
（『
風
土
記
探
訪
事
典
』
東
京
堂
出
版
、

異

剣

譚
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二
〇
〇
六
年
九
月
。
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
）。

（
２
）『
塵
袋
』
に
は
『
風
土
記
』
逸
文
が
載
っ
て
お
り
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風

土
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
で
は
十
四
項
を
収
載
し
、
巻
末
の
「「
逸
文
」

所
収
文
献
解
題
」
で
逸
文
と
の
関
連
か
ら
、
解
題
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
引
用
は
山
崎
誠
氏
の
『
印
融
自
筆
本

重
要
文
化
財

塵
袋
と
そ
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
八
年
二
月
）
の

上
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
写
真
版
に
よ
っ
た
。
翻
字
・
句
読
は
、
廣
岡
に
よ
る
。

（
４
）
東
野
治
之
氏
「
護
身
剣
銘
文
考
」（
初
発
『
文
学
』
四
八
巻
四
号
、
一
九
八
〇
年
四
月
。
補

訂
を
加
え
、
同
氏
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
三
月
に
所
収
）。
引
用
は
所

収
書
に
よ
る
。

（
５
）「
仲
川
里
」（
な
か
つ
か
は
の
さ
と
）
の
「
仲
」
字
は
「
仲
・
中
」
と
い
う
揺
れ
が
あ
る
。

三
条
西
家
本
で
、
里
名
の
標
目
は
「
中
川
里
」
で
あ
る
が
、
里
号
説
明
中
も
、
こ
の

剱
譚
も
「
仲
川
里
」
で
出
る
。
当
稿
で
は
「
仲
川
里
」
で
統
一
し
て
示
し
た
。

（
６
）
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
三
条
西
家
の
蔵

書
か
ら
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
古
書
肆
（
弘
文
荘
）
を
経
て
天
理
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ

た
本
で
、『
播
磨
國
風
土
記
』
の
唯
一
の
古
写
本
。
天
下
の
孤
本
と
し
て
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
巻
子
本
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
箇
所
が
破
り
取
ら
れ
る
形
で
失
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
赤
穂
郡
か
ら
は
未
提
出
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
赤
穂
一
郡
分
が
全
く
存

在
し
て
い
な
い
（
秋
本
吉
郎
氏
は
こ
れ
を
「
欠
落
」
と
す
る
）。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
未
整

理
な
箇
所
が
多
々
見
ら
れ
、
こ
の
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
未
精
撰
の
原

稿
本
と
見
ら
れ
る
。
秋
本
吉
郎
氏
は
、「
稿
本
の
様
態
に
あ
っ
た
ま
ま
を
伝
本
祖
と

し
て
、
現
伝
本
が
承
け
伝
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」（「
播
磨
国
風
土
記
未
精
撰
考
」『
風
土
記

の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
一
〇
月
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
１
『
古
代
史

籍
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
七
月
）
の
写
真
版
に
よ
り
、
巻
子
の
総
行
数
で
示
し

た
。

（
７
）
敷
田
年
治
氏
『
標
注
播
磨
風
土
記
』（
玄
同
舎
、
一
八
八
七
年
八
月
）。

（
８
）
栗
田
寛
氏
『
標
註
古
風
土
記
』（
大
日
本
圖
書
、
一
八
九
九
年
一
二
月
）。

（
９
）
井
上
通
泰
氏
『
播
磨
國
風
土
記
新
考
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
年
五
月
）。

（
10
）
吉
野
裕
氏
『
風
土
記
』
東
洋
文
庫
（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
八
月
）。

（
11
）
植
垣
節
也
氏
「
播
磨
国
風
土
記
注
釈
稿
（
一
〇
）（
讃
容
郡
）」（『
風
土
記
研
究
』
一
三
号
、

一
九
九
一
年
一
二
月
）。
植
垣
節
也
氏
は
こ
の
中
（
一
〇
三
頁
）
で
〔
栗
田
注
〕
を
引
く
が
、

指
摘
は
敷
田
氏
の
『
標
注
』
の
方
が
早
い
。

（
12
）永
藤
靖
氏「『
播
磨
国
風
土
記
』を
読
む
」（
明
治
大
学
文
学
部
紀
要『
文
芸
研
究
』九
七
号
、

二
〇
〇
五
年
九
月
。
同
氏
『
日
本
神
話
と
風
土
記
の
時
空
』
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
。
披
見
は
所
収
書
に
よ
っ
た
。
一
八
六
頁
〜
）。

（
13
）
飯
泉
健
司
氏
「
霊
剣
の
主
張
―
播
磨
国
風
土
記
・
旧
聞
異
事
の
生
成
―
」（
神
田
典

城
編
『
風
土
記
の
表
現

記
録
か
ら
文
学
へ
』
上
代
文
学
会
研
究
叢
書
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年

七
月
）。

（
14
）
注
11
の
植
垣
節
也
氏
「
播
磨
国
風
土
記
注
釈
稿
（
一
〇
）（
讃
容
郡
）」
に
同
じ
。

（
15
）
嵐
義
人
氏
は
、『
令
集
解
』
が
引
く
「
古
記
」
の
、
そ
の
原
「
古
記
」
の
成
立
に
つ

い
て
、「
天
平
九
年
十
年
の
交
、
大
和
長
岡
・
山
田
白
金
ら
が
中
心
と
な
り
」
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
嵐
義
人
氏
「
古
記
の
成
立
と
神
祇
令
集
解
」（
荊
木
美

行
氏
編
『
令
集
解
私
記
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
三
月
）。

（
16
）
こ
の
「
其
刃
不
レ

澁
」
の
訓
は
頭
を
悩
ま
す
。「
古
記
」
に
よ
る
と
「
佐
婢

さ

び

」
は
名

詞
と
し
て
あ
り
「
其
の
刃
は
渋さ

び
つ
か
ず
し
て
」
或
い
は
「
其
の
刃
は
渋さ

び
つ
け
ず

し
て
」
の
訓
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
四
字
句
を
守
っ
て
「
其
刃
不
レ

澁
」

に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
「
渋
」
を
動
詞
で
訓
み
、「
其
の
刃
は
渋さ

び
ず
し
て
」
と

し
た
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』
は
動
詞
「
さ
ぶ
」
を
立
項
す
る
）。
同
様
に
施
訓
上

の
問
題
は
、
そ
の
下
の
「
光
如
二

明
鏡
一

」
に
も
存
在
す
る
。
倭
文
脈
と
し
て
は
「
光

ひ
か
り

明
く

か
か
や

こ
と
鏡
の
如
し
」
が
落
ち
着
く
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
語
順
「
光
明
如
鏡
」

が
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
こ
は
「
明
鏡
」
と
あ
る
の
で
、「
光ひ

か
り

明
け

か
か
や

る
鏡
の
如
し
」
と
し

た
。

（
17
）『
播
磨
國
風
土
記
』
の
成
立
年
は
未
確
定
で
あ
る
。
行
政
単
位
の
サ
ト
制
の
表
記
に

つ
い
て
、「
郷
」
で
は
な
く
て
「
里
」
が
『
播
磨
國
風
土
記
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、『
出
雲
國
風
土
記
』総
記
条
に
い
う「
右
件
郷
字
者
依
霊
亀
元
年
式
改
里
為
郷
」

（
倉
野
本
、
二
ウ
）
か
ら
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
以
前
の
成
立
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

（
こ
の
早
い
指
摘
は
、
敷
田
年
治
氏
の
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
巻
末
の
「
追
次
」
書
。
以
後
、
栗
田

寛
氏
を
は
じ
め
、
井
上
通
泰
氏
・
秋
本
吉
郎
氏
・
植
垣
節
也
氏
な
ど
多
く
の
言
及
が
あ
る
）、
ま
た

『
播
磨
國
風
土
記
』
の
揖
保
郡
越
部
里
狭
野
村
条
に
、「
川
内
国
泉
郡
」（
三
条
西
家
本
、

七
五
行
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
霊
亀
二
年
に
河
内
国
和
泉
郡
等
の
三
郡
に
よ
っ
て
「
和
泉
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監
」
を
建
監
（『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二
年
四
月
甲
子
条
）
す
る
よ
り
以
前
の
こ
と
に
な
る
と

し
て
、
や
は
り
霊
亀
年
間
以
前
の
成
立
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
早
い
指
摘
も
敷
田
氏

『
標
注
』
で
あ
る
）。
た
だ
、
地
名
や
里
制
呼
称
は
旧
態
に
よ
っ
て
記
す
こ
と
が
あ
り
、

右
の
二
件
が
確
実
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
、
郡
レ
ベ
ル
に
お
け

る
稿
本
と
し
て
の
三
条
西
家
本
『
播
磨
國
風
土
記
』
の
成
立
は
、
元
明
天
皇
に
よ
る

撰
録
の
命
か
ら
二
年
程
度
後
の
も
の
と
見
て
お
く
。

（
18
）
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
、
堀
一
郎
氏
訳
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』（
一
九
四
九
年
・
パ
リ
。

邦
訳
、
未
来
社
、
一
九
六
三
年
三
月
）
で
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

線
状
的
な
時
間
観
念
（
ク
ロ
ノ
ス
）
と
循
環
的
な
時
間
観
念
（
ア
イ
オ
ー
ン
）
と
い
う

二
つ
の
時
観
念
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
ト
ン
の
指
摘
以
来
の
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、エ
リ
ア
ー

デ
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
の
方
が
先
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
拙
論
で
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｐ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
著
、
廣
川
洋
一
氏
・
川
村
宣
元
氏
訳
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
の

研
究
―
神
話
の
思
考
方
法
と
時
間
様
式
―
』（
一
九
四
四
年
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
。
邦
訳
、
東

海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
六
月
。
そ
の
再
版
書
名
は
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
時
間
論
』
と
な
っ
て

い
る
。
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
七
月
）。

廣
岡
義
隆
「
万
葉
に
お
け
る
時
の
表
現
に
つ
い
て
―
特
に
過
去
・
現
在
・
未
来
の

表
現
に
つ
い
て
―
」（
森
淳
司
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
萬
葉
の
課
題
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年

二
月
）。

（
19
）
注
18
で
示
し
た
廣
岡
義
隆
「
万
葉
に
お
け
る
時
の
表
現
に
つ
い
て
」
に
同
じ
。

（
20
）
廣
岡
義
隆
「
繰
り
返
す
時
」（
新
典
社
新
書
『
萬
葉
の
散
歩
み
ち
』
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年

七
月
。
上
・
八
八
頁
〜
）。

（
21
）
注
11
で
示
し
た
植
垣
節
也
氏
「
播
磨
国
風
土
記
注
釈
稿
（
一
〇
）（
讃
容
郡
）」。
な
お
、

こ
の
指
摘
内
容
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
風
土
記
』
の
頭
注
に
お
い
て
、

踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
八
〇
頁
、
頭
注
一
）。

（
22
）
郡
の
総
記
中
に
「
…
号
鹿
庭
山
。
々
四
面
有
十
二
谷
。
皆
有
生
鐵
也
」（
…
鹿
庭
山
と

号な
づ

く
。
々や

ま

の
四
面
に
十
二
の
谷
有
り
。
皆
鉄

く
ろ
か
ね

を
生い

だ

す
こ
と
有
り
。）
と
あ
る
。
な
お
諸
注
は
、

「
鉄
」
の
訓
を
「
ま
か
ね
」
と
す
る
が
、
鉄
は
「
く
ろ
か
ね
」
と
訓
み
、「
ま
か
ね
」

と
訓
む
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
、「「
ま
か
ね
」
考
」
で
示
し
て
い
る
（『
三
重
大
学
日
本

語
学
文
学
』
一
五
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）。

讃
容
郡
と
産
鉄
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
言
及
が
あ
る
。
以
下
は
そ
の
代
表
的
文
献

で
あ
る
。
浅
田
芳
朗
氏
「
播
磨
国
風
土
記
」（
上
田
正
昭
氏
編
、
日
本
古
代
文
化
の
探
究
『
風

土
記
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）。
土
佐
雅
彦
氏
「
播
磨
の
鉄
」（
櫃
本
誠
一
氏

編
、
風
土
記
の
考
古
学
②
『
播
磨
国
風
土
記
の
巻
』
同
成
社
、
一
九
九
四
年
八
月
）。
飯
泉
健
司

氏
は
「
讃
容
郡
は
、
山
と
川
と
鉄
の
文
化
を
持
つ
」（
一
八
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る

（『
風
土
記
探
訪
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）。

（
23
）
飯
泉
健
司
氏
（
注
13
の
「
霊
剣
の
主
張
」）
は
、
郡
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
て
、
当
話

は
国
庁
等
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
字
資
料
に
よ
る
も
の
と
し
、「
文
字
資
料
を
基
に

し
た
国
司
の
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か
し
私
は
、
三
条
西
家
本
『
播

磨
國
風
土
記
』
は
各
郡
か
ら
国
庁
へ
提
出
さ
れ
た
ま
ま
の
未
精
撰
の
稿
本
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
共
に
、
文
書
保
管
の
面
か
ら
も
郡
家
（
郡
衙
）
レ
ベ
ル
の
原
稿
本
と
見

て
お
り
、
国
庁
レ
ベ
ル
に
よ
る
大
き
な
編
集
の
手
が
入
る
前
の
姿
を
残
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

（
24
）
廣
岡
義
隆
「「
伊
香
小
江
」
条
と
「
竹
生
嶋
」
条
―
『
近
江
國
風
土
記
』
逸
文
か
と

さ
れ
る
二
条
に
つ
い
て
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。
こ
の
廣
岡

の
『
風
土
記
研
究
』
論
の
中
の
注
（
14
）
に
お
い
て
言
及
し
た
。

（
25
）
パ
ー
マ
ー
・
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
氏
「『
播
磨
国
風
土
記
』
中
川
里
の
項
に
あ
ら
わ
れ
る

超
自
然
の
剣
の
話
―
神
話
か
歴
史
か
、
あ
る
い
は
歴
史
の
神
話
化
か
―
」（「
当
日
配
布

資
料
」
と
い
う
予
稿
冊
子
に
よ
る
。
二
二
〜
四
二
頁
）。
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
三
日
。

（
26
）
右
の
注
25
の
発
表
予
稿
冊
子
は
、
同
題
、
ほ
ぼ
同
文
（
一
部
加
筆
）
に
よ
り
『
日
本

神
話
を
ひ
ら
く

―
「
古
事
記
」
編
纂
一
三
〇
〇
年
に
寄
せ
て
―

フ
ェ
リ
ス
女
学

院
大
学
日
本
文
学
国
際
会
議
第
九
回
』（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
と

し
て
、
三
月
三
一
日
付
で
刊
行
さ
れ
た
。

（
27
）
早
く
に
倉
野
憲
司
氏
が
「
寶
劔
説
話
」
の
中
で
『
播
磨
國
風
土
記
』
の
当
説
話
を

取
り
上
げ
、『
日
本
書
紀
』
を
引
い
て
、「
此
の
話
は
幾
ら
か
史
實
に
基
い
た
も
の
と

思
は
れ
る
」
と
言
及
す
る
（
同
氏
『
古
代
文
學
研
究
』
岡
村
書
店
、
一
九
二
九
年
一
二
月
）。

﹇
ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
元
教
員
﹈
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